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２０１２年１２月中央自動車道笹子トンネルにおいて天井板崩落事故が発生して、社会インフラ診断が以
前に増して急速に意識されるようになった。事故の原因はケミカルアンカの経年劣化とされているが、原
子力発電所においてもケミカルアンカは多数使用されている。軽水炉保全最適化シミュレーションツール 
Dr. Mainte を用いた確率論的破壊力学解析に基づく社会インフラ診断について試みた。 
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1. 緒言 

著者らは軽水炉の主要機器・配管等を対象として、各種保全戦略（検査頻度、検査精度、抜取検査率、
修理／取替の選択、維持規格の適用等）が、①安全性、②信頼性、③経済合理性、④環境性、⑤社会的受
容性に及ぼす影響を定量評価し、それらの多角的な視点から保全戦略を総合的に最適化するための PFM(確
率論的破壊力学)に基づく軽水炉保全最適化のための統合型シミュレータ Dr. Mainte を開発してきた[1]。 
 一方で、軽水炉保全作業のさらなる信頼性向上のためには、ヒューマンエラー低減の重要性が指摘され
ており、ヒューマンエラーの影響とその低減効果を評価してきた[2]。ここでは Dr. Mainte のさらなる活用
を目指し社会インフラ診断に適用する最初の例としてケミカルアンカのPFM解析モデルの検討を開始した。 
2. アプローチの概要 
2-1. ケミカルアンカの PFM 解析フローチャート 
Dr. Mainte に実装されたケミカルアンカの破損を評価する PFM 解析フローチャート、並びに考慮される
確率変数の例を 図 1 に示す。確率変数については、今後文献調査、並びに、現場検査結果に基づき確率密
度関数を評価する。 
2-2. ケミカルアンカの PFM 解析結果例 

解析結果例を図 2 に示すが、5 年、10 年毎に 100％検査する場合、樹脂剥離の劣化検出確率、並びにその
後の 80%剥離による破損確率の年度展開を推定することが可能になった。 
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図 1 社会インフラ診断のためのＰＦＭ解析フロー 図 2 保全最適化のためのＰＦＭ解析結果の例 
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